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第33回新 潟 大 腸 肝 門病 研究 会

日 時 平成6年6月4日 (土)

午後 3時～6時

会 場 新潟グランドホテル

Ⅰ. 主 題 ｢大腸癌検診｣

1)大腸癌検診が契機 となって発見された早期

癌症例
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平成5年に当院で治療を行なった 123例 (早期癌52例.

進行癌71例)の大腸癌症例のうt_)便潜血反応陽性が契頼

となって発見された症例は早期癌18例,進行癌7例であっ

た.早期癌18例のうち15例はS状結腸からⅢ二門側にあり,

13例は最大径 1cm 以上であった.肉眼的出血あるい

はびらんを認めたのは7例であったが,組織学的には全

額匿 びらんを認めた.一般的に健潜血反応による早期癌

の発展は困難であるが,びらんを形成 しやすい病変とり

わけ固形健の通過により機械的損傷を受けやすいS状結

腸から虻門側にある比較的大きな病変は早期癌の段階で

も発見されうる可能性のあることが示唆された.

2)当院における大腸癌検診の実施状況 につい
て
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新津市下越病院および新潟坂井輪診療所における過去

4年間の大腸集検の現状をこついて集計した.下越病院で

は受診者総数 4,968名車陽性者は390名であった.陽性

見さItた大腸癌はlO例で､平均年齢は62.4歳であった.

肉眼型は潰療限局型5名,表在型3名,腫癖型1名,不

明1名であった.領域では6名が直腸でS状結腸が2名,

横行結腸が2名であった.腫虜の大きさは 10mm から

100 mm までで,平均 36mm であった.この集団の便

潜血検査によるスク1)一二ソケの有病率は0.2%感度は

9096,特異度929･b',偽陽性8%'偽陰性10%,陽性反応適

279

車慶は2%であった.

一方新潟市坂井輪診療所の大腸癌検診施行者数474名

のうち潜血陽性数は 123名,2次精査率57,9,6で大腸癌 8

名であった.全便潜血施行者にたいする大腸癌患者の割

合は 1.106であった.

3)便潜血検査の実力診断
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大腸内視鏡検査によi)確定診断された大腸癌および大

腸ポり-プ症例に対 し.ニラテ･.リJ7ス凝集反応による免疫

便潜血検査 1回法の陽性率とその特徴を検討した.

対象は大腸進行癌64例,大腸早期癌71例.大腸ポり-

7L1318例,その他の腸疾患 104例,正常大腸症例 181例

の計738例であった.

陽性率は大腸進行癌84%.早期癌55%,大腸ポr)-プ

14%,正常例5%であり,それぞれの間に有意の差を認

めた.大腸癌症例において,上行結腸と直腸でやや陽性

率が低い傾向が認められた.早期癌とポリ-プの腺癌径

別では,ともに 10mm 以上のもので有意に陽性率が高

かった.

4)大腸検診の現状
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新潟市では,1990年よEll'ムデ [7 Hemsp.1日法

による大腸検診を開始 し,1993年よi)老健法にのっと

i)2日法で施設検診方式による大腸検診に変更した.そ

の大腸検診戒境の検討よi),より軸率的な大腸検診を行

うためには (1)半定量法や定量法による便潜血検査で

要枯検率を1%'前後にさげて,棉検受診者に対する "輿

常なし"を少なし,逐年検診で偽陰性となった大腸癌を

拾いあげること,(2)年齢別大腸癌発見率より検診対象

者を50才 (発見率 :0.10%)以上とする,ことが最も

重要と考えr)わた.

ところで,新潟県における1993年度の大腸検診は95ノ了

112市町村,84.8%で行われ 2日法が60.0%と多数

を占め,大腸癌発見率は0.2%であった.


